
研究主題 

武蔵村山市まちづくり学習の充実 

～ファシリテーションを活用した、習得と探究のサイクル～ 

【児童の実態（低学年）】 

 ・ 地域や学校への関心が高く、学習に意欲的に取

り組む児童が多い。 

・ 一方で、地域への理解については、大きく差が

あり、施設やお店についてはあまり知らない児童

が多い。 

・ 観察したことを絵に描いたり体験したことを話

したりすることはできるが、そこからどうしてそ

うなったのかなど、考えたことを表現する力は未

熟である。 

・ 計画を立てたりインタビューの仕方を学んだり

する、習得の学習についてはまだまだ学習の仕方

が身に付いていない。 

・ 自分と他者とのつながりに目を向けることがで

きていない。 

 

低学年分科会提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちづくりの視点から、低学年は地域を知ることを

めあてとしている。１年生では地域の自然を知るこ

と、２年生では地域のお店（人）について知ることを

めあてとしている。 

最終的に、「ちいきだいすきマップ」として、地域の

中で見つけたことを地図に表し、武蔵村山市在住では

ない教員などを対象に地域を紹介する活動を行う。 

 

学校の周りの材 

中原…公園、郵便局、美容院、コンビニ、高校など 

三ツ藤…保育園、学童、公園、コンビニ、中学校など 

残堀…飲食店、保育園、運動場、コンビニ、福祉施設

など 
 

 

 

 

 

 

 

 

生活科の学習では、児童はまず実際に体を動かすなどの体
験をしてみることが学習の出発点となっている。次に活動を
通して、どんな気付きがあったか、どんなことが分かったか
という内容の習得の段階となる。そしてまた、もっとやって
みる、友達に伝えたり話を聞いたりする活動をするという更
なる探究の段階となっていく。これらの学習を繰り返してい
くことで、より探究への第一歩となっていくと考えている。 

 

【研究仮説】 

個別の時間を活用して習得段階での学びの質を高めたり、ファシリテーションの側面から深い学びができ

る環境づくりを充実させたりすることで、自身の学びを SDGs や未来と繋げて捉え自己の課題として解決す

るために、習得と探究のサイクルを回しながら学び続けていこうとする児童が育成できるのではないか。 

目指す児童像 

活動や体験を通じて、身近な人や自然、社
会と関わりながら、自分自身や生活につい
て考え、学びに意欲的に取り組む子供。 

 

人（2 年）
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自然（１年） 

地域 
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２年生の学び 

地域の材 習得の質 / 習得に立ち返る探究＝サイクル 


